日本史プリント45　　明治時代５（解答編）
●国会開設の約束

01：1880年に大阪で（国会期成同盟）が作られ、国会を開設することを要求されても、政府はず

　　っと無視していました。

02：しかし、1881年、政府が北海道に作った工場を、仲のよい商人にとても安い値段で払い下げ

　　ようとしていたことが発覚し、政府への批判が爆発しました。そこで政府は仕方なく、（10）

　　年後の（1890）年に国会を開くことを約束しました。

03：ちなみに、このとき、政府は（大隈重信）がこの事件を引き起こした責任者だとして追放し

　　てしまいました。

●政党の結成

04：国会が開かれることが決まると、人々はそれに向けて政党を作りました。

　　・（自由）党：板垣退助によって作られた。フランス流の考え方。

　　・（立憲改進）党：大隈重信によって作られた。イギリス流の考え方。

●国会開設への対策

05：国会の開設を約束してしまった政府は、国会が開かれてもできるだけ政府が有利になるよう、

　　まず（憲法）を制定することにしました。

06：そのため、（伊藤博文）らをヨーロッパに派遣し、各国の憲法の調査を行わせました。

07：その結果、皇帝（天皇）の権力が強い（ドイツ（プロシア））の憲法を参考にすることにしま

　　した。

08：また、衆議院に対抗できるよう、貴族の代表者からなる（貴族）院というのを国会に置くこ

　　とにしました。

09：そして、1885年には（内閣）制度をスタートさせ、（伊藤博文）が初代内閣総理大臣になり

　　ました。

●大日本帝国憲法

10：大日本帝国憲法が発布されたのは、（1889）年（2）月（11）日です。

11：大日本帝国憲法は、（天皇）が（国民）にあたえるという形で発布されました。

　　受け取ったのは、当時の首相の（黒田清隆）です。

12：このように、天皇が定めた憲法のことを（欽定）憲法といいます。

13：また、憲法にもとづいて行われる政治のことを（立憲）政治といいます。

14：この憲法では、主権が（天皇）にありました。

15：この憲法では、国民は天皇の（臣民）とされていました。

16：この憲法が発布された時、当時、日本にやって来ていたドイツ人の（ベルツ）は、「日本人た

　　ちは憲法の内容をよく分かりもしないのに、ただ喜んでいる」と日記に書きました。
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